
演習問題 A 
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5-A2 NmN 32333   

5-A3 ２力の合力は３Ｎと８Ｎの作用線の交点に（－３，８）の力が作用していると考えて 

構わない。よって（５，５）の位置に（３Ｎ，－８Ｎ）の力が働けばつり合う。 
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演習問題 B もっと使えるようになりましょう 

5-B1 右図を参考に  
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5-B2 右図を参考に 
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上の２式より mgP  、第３式より tan2mgP   
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今、    で滑り始めたので 最大静摩擦係数 
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5-B3  右図を参考に 
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5-B4   

     Ncmmg 800000100   より最大巻き上げ可能 

質量ｍは 816Kg(8000N) 

これらの力の合力は (2000N,-8000N) で中心をとおる。 

よってベアリングに発生する反力は 

(-2000N, 8000N) である。 

    1480002000tan,824680002000 122 N  より 

その大きさは 8246N, 水平上向きより左に１４°。 
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